
 

 

  

 

 

 

 

 

 

校長 上野 精嗣 

新年明けましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

24 日間の長い冬休みが終わり、活気のある声が学校に戻ってきました。当たり前のことですが、学校

は生徒あっての学校だと改めて感じているところです。 

さて、令和 6 年は、衝撃的なスタートとなりました。元日の能登半島地震、2 日には、羽田空港での日

本航空機と海上保安庁航空機の衝突・炎上。地震については、現在も余震が続き、地震による被害者は 200

人を超えました。 

私の父の故郷が石川県で、叔父や叔母などの親戚が多く住んでいます。幸い大きな被害はなかったよう

ですが、車いすの叔父も山の上に避難したという話を聞き、正月気分は一気に飛んでしまいました。防災

学習や避難訓練を本校でも行っていますが、真剣な取組が被害を最小限に食い止めることができるという

ことを、日航機の事故での客室乗務員の対応から教えられたところです。 

 3 年生は、昨年の修学旅行で、仙台市立荒浜小学校や松島において 3.11 の震災学習を行い、災害の大

きさを感じたことと思います。安全・安心な生活を送るため、防災意識を高めるために、今号では、宮城

県気仙沼市立階上（はしがみ）中学校の卒業式での卒業生代表、梶原裕太さんの答辞を一部抜粋して紹介

したいと思います。震災翌日が卒業式でしたが、10 日後に延期され行われた卒業式。卒業生 3 人が出席

できませんでした。 

ちょうど 10 日前の 3 月 12 日。春を思わせる暖かな日でした。私たちはそのキラキラ光る日差し

の中を希望に胸を膨らませ、通いなれたこの学舎を 57 名揃って巣立つはずでした。 

前日の 11 日。一足早く渡された、思い出のたくさん詰まったアルバムを開き、十数時間後の卒業式

に思いを馳せた友もいたことでしょう。「東日本大震災」と名づけられる天変地異が起こるとも知らず

に・・・。 

階上中学校といえば「防災教育」といわれ、内外から高く評価され、十分な訓練もしていた私たちで

した。しかし、自然の猛威の前には、人間の力はあまりにも無力で、私たちから大切なものを容赦なく

奪っていきました。天が与えた試練というには、むごすぎるものでした。つらくて、悔しくてたまりま

せん。時計の針は 14 時 46 分を指したままです。 

でも、時は確実に流れています。生かされた者として顔を上げ、常に思いやりの心を持ち、強く、正

しく、たくましく生きていかなければなりません。 

命の重さを知るには、大きすぎる代償でした。しかし、苦境にあっても、天を恨まず、運命に耐え、

助け合って生きていくことが、これからの私たちの使命です。 

私たちは今、それぞれの新しい人生の一歩を踏み出します。どこにいても、何をしていようとも、こ

の地で、仲間と共有した時を忘れず、宝物として生きていきます。 

 後輩の皆さん、階上中学校で過ごす「あたりまえ」に思える日々や友達が、いかに貴重なものかを考

え、いとおしんで過ごしてください。 

You Tube にも動画がアップされていますが、梶原さんが涙を流しながら語る答辞は涙なくしては見

れません。 

 能登半島では、今もなお、避難所で生活をしている人、安否不明者も多くいるとのことです。お亡くな

りになった方々のご冥福と、少しでも早い復旧を心よりお祈りしたいと思います。 

 3 年生は卒業まであと 30 日、1，2 年生は 34 日の登校日となります。1 日 1 日、仲間と鹿追中で生

活できる「あたりまえ」の日々を大切に、生活していきましょう。 

（第 3 学期始業式式辞より） 

鹿追中学校だより 1 月号(令和６年 1 月 31 日発行) 

 

自主創造 優厳考動 質実剛健 

【学校教育目標】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学期始業式 
 1/16（火）、いよいよ令和５年度の集大成と

なる３学期が始まりました。生徒代表の挨拶は

生徒会副会長の平山（音）さん。学年代表は、１

年西垣さん、２年関本さん、３年梅木さんが務め

ました。校歌斉唱では、練習の成果もあり、徐々

に大きな声が出るようになってきました。 

 大きな事故やケガもなく、無事に３学期を始

められたことに安堵しました。 

 

1/18（木）からスケート授業が始まりまし

た。講師として植田さん、高橋さん、菅原さん、

菊池さんの４名をお迎えし、ご指導いただきま

した。青空の下、久しぶりのスケートを楽しむ

ことができました。1/23（火）は午前中は大雪

でしたが、１年生は「スケートがしたいっ！」

と、とても意欲的で元気な様子でした。 

 

 昨年末の 12/22（金）、国税庁が主催している「中

学生の税についての作文」において、３年生の武者

来実さんと中野結さんが鹿追町長賞を受賞しまし

た。武者さんには松本副町長から賞状が手渡されま

した。中野さんは当日欠席だったため、始業式の前

に伝達表彰を行いました。 

スケート授業 

 1/17（水）鹿追ライオンズクラブ会長福井様

をはじめ５名の方を講師にお招きし、２年生を対

象とした薬物乱用防止教室を行いました。 

 合言葉は「ダメ！ゼッタイ！」です。近頃は、

危険ドラッグであることがわからないような物

が多く出回っているようです。誘いの手口も巧妙

化しています。ロールプレイでは、ダメだとわか

っているのに、知らぬ間に手にドラッグを渡され

ていました！くれぐれも注意しましょう！ 

薬物乱用防止教室 



 

 

日 曜 行  事  予  定 日 曜 行  事  予  定 

１ 木 
安全点検 年度末反省会議 

全国中学校スケート大会（長野） 
16 金 

サークル協議会事務局会議 
私立一般入試 A 日程 

2 金 入学説明会 13 時～15 時 17 土 全十勝中学校スケート新人戦 

３ 土 おおさかスポーツ杯バレー大会 18 日  

4 日 おおさかスポーツ杯バレー大会 19 月 分掌・学年部会 校長最終退勤日 

５ 月 
定時退勤日 管内教頭会役員会  
IB 研修会 

20 火 
1 年イグルー制作体験（然別湖）※弁当持参 
R6 全国学調経年変化操作練習 
私立一般入試 B 日程 

6 火  21 水 私立一般入試 B 日程 

7 水 職員会議 移動図書 SC 来校 22 木  

8 木 
十勝教育研究所研究発表大会 
学校防災対策会議 

23 金 天皇誕生日 

9 金 管内教頭会研修部会 24 土  

10 土  25 日 第３回英語検定２次 

11 日 建国記念の日 26 月 
校務運営委員会 15 時～  
定時退勤日 IB 研修日 

12 月 振替休日 27 火 1 年イグルー体験予備日 

13 火 
鹿追高校連携入試・公立推薦入試 
※３年自宅学習 テスト前部活中止 

28 水 
SC 来校 移動図書  
冬花火 2024in 鹿追 

14 水 1,2 年学年末テスト 29 木  

15 木 
私立一般入試 A 日程 
定例専門委員会（反省） 

1 金 安全点検 

 

 

 

 

【スピードスケート】 

◇第 54 回北海道中学校スピードスケート大会（1/5～7 釧路柳町スケート場） 

菅原 瑞生 1500ｍ 2’06”08（3 位入賞） 3000ｍ 4’39”22（13 位）全国出場 

植田楓羽薫 1000ｍ 1’50”61（54 位）  1500ｍ 2’53”74（47 位） 

堀江 もも 500ｍ  48”84（28 位）    1000m 1’44”10（43 位） 

髙橋希乃花 1500ｍ 2’31”72（31 位）  3000ｍ 5’22”74（22 位）全国出場 

植田柊羽真 1500ｍ 2’59”19（33 位）  3000ｍ 失格 

 

◇2023 オーバル競技会（12/9～10 明治北海道十勝オーバル）※PB は自己新記録 

菅原 瑞生 1500ｍ 2’03”32（6 位）   3000ｍ 4’29”58（17 位） 

植田楓羽薫 500ｍ  50”08（32 位）PB  1000ｍ 1’43”43（42 位） 

堀江 もも 500ｍ  47”34（23 位）PB  1000m 1’39”86（40 位） 

髙橋希乃花 1500ｍ 2’25”46（24 位）  3000ｍ 5’05”97（19 位） 

植田柊羽真 1500ｍ 2’43”76（29 位）PB 3000m 5’37”88（42 位）PB 



【サッカー】 

◇全十勝ユース（U-14）フットサルクリスマスリーグ 2023（12/23，24 よつ葉アリーナ） 

 【1 年生の部】グループ E 4 位 

  グループ E ×0-3 南町 A  △1-1 音更・駒場  ×0-3 プログレッソ B   

 【2 年生の部】グループ H ４位 

  グループ H ×0-1 士幌  ×1-5 川西  ×0-3 プログレッソ A 

 

◇全道フットサル選手権 2024 U-14 の部 十勝地区予選会（1/20 サホロアリーナ）グループ D3 位 

  グループ D ×0-1 緑南  △2-2 下音・共栄 B  ×5-8 池田・浦幌・本別 

 

 

 

 

 


